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  令令和和９９年年度度  学学生生募募集集要要項項    

１１  募募集集定定員員  

学 

科 
課 程 コ ー ス 定員 推薦入試 

本 

 

科 

園芸 課程 
野菜・花きコース 

４０名 募集定員のおおむね７０％以内 落葉果樹コース 

畜産 課程 肉 用 牛 コ ー ス 

  

２２  受受験験資資格格  

（（１１））「将来、農業に従事しようとする者及び農業・農村の担い手を目指す者」で、次のいずれか

の条件に該当する者。 

ア 高等学校若しくはこれに準ずる学校若しくは中等教育学校を卒業した者、又は令和９年

３月卒業見込みの者。 

イ 学校教育法施行規則第１８３条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められる者、又は令和９年３月にこれに該当する見込みの者。 

 

（（２２））社会人特別入試にあっては、３年以上の就業経験を有し、県内での就農が見込まれる原則

として満６０歳までの者で、次のいずれかの条件に該当する者。 

ア 高等学校 、これに準ずる学校又は中等教育学校を卒業した者。 

イ 学校教育法施行規則第１８３条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認められる者。 

 

３３  入入学学試試験験日日程程  

（（１１））推推薦薦入入試試  

区 分 日            程 

願書受付期間  令和８年 ９月１６日（水）～１０月 ８日（木）〔必着〕 

試験日時  令和８年１０月２２日（木） ９:３０～１５:００ 

合格発表  令和８年１０月２９日（木） １２:００ 

 

（（２２））一一般般入入試試（（前前期期））及及びび社社会会人人特特別別入入試試  

区 分 日            程 

願書受付期間  令和８年１１月１８日（水）～１２月 ８日（火）〔必着〕 

試験日時  令和８年１２月２２日（火） ９:３０～１５:００ 

合格発表  令和８年１２月２５日（金） １２:００ 

  

― 1 ―



- 2 - 

（（３３））一一般般入入試試（（後後期期））  

区 分 日            程 

願書受付期間  令和９年 １月２２日（金）～ ２月１２日（金）〔必着〕 

試験日時  令和９年 ２月２５日（木） ９:３０～１５:００ 

合格発表  令和９年 ３月 ２日（火） １２:００ 

 

※ 応募状況によっては、追加入試を行う場合があります。 

 

４４  受受験験関関係係書書類類  

（（１１））推推薦薦入入試試  

種   類 説          明 

入 学 願 書 

・ 本校所定様式（綴じ込みの用紙）に記入したもの 

・ ６か月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、４cm×３cm）を貼付す

ること 

・ 課程、コースは希望があれば第２志望まで記入することができる 

調 査 書 

又は 

卒業証明書及び 

成績証明書 

・ 文部科学省所定の様式により最終出身校の長が作成し、厳封したも

の（開封無効） 

・ 調査書の交付を受けることができない場合は、最終出身校の卒業

（見込み）証明書と成績証明書を提出すること（成績証明書は開封

無効） 

受 験 票 

・ 本校所定様式（綴じ込みの用紙）に記入したもの 

・ ６か月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、４㎝×３㎝）を貼付す

ること 

返信用封筒 

（２通） 

・ 長形３号封筒（１２㎝×２３．５㎝）に出願者の住所・氏名を記入

し、４６０円（定型封書（５０グラム以内）料金＋簡易書留料金）

分の切手を貼付したもの 

推 薦 書 ・最終出身校の長の発行したもの（指定様式なし） 

  

（（２２））一一般般入入試試  

種   類 説          明 

入 学 願 書 

・ 本校所定様式（綴じ込みの用紙）に記入したもの 

・ ６か月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、４㎝×３㎝）を貼付す

ること 

・ 課程、コースは希望があれば第２志望まで記入することができる 

受 験 票 

・ 本校所定様式（綴じ込みの用紙）に記入したもの 

・ ６か月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、４㎝×３㎝）を貼付す

ること 

返信用封筒 

（２通） 

・ 長形３号封筒（１２㎝×２３．５㎝）に出願者の住所・氏名を記入

し、４６０円（定型封書（５０グラム以内）料金＋簡易書留料金）

分の切手を貼付したもの 
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調査書 

又は 

卒業証明書及び 

成績証明書 

・ 最終出身学校の長の発行したもの（指定様式なし） 

・ 調査書の交付を受けることができない場合は、卒業証明書と成績証

明書を提出すること（成績証明書は開封無効） 

・ 保存年限等により発行されない場合は、その旨記載の文書を発行し

てもらい、添付すること 

・ 高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）の場合は合格成

績証明書又は合格証書の写しを提出すること 

  

（（３３））社社会会人人特特別別入入試試  

種   類 説          明 

入 学 願 書 

・ 本校所定様式（綴じ込みの用紙）に記入したもの 

・ ６か月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、４cm×３cm）を貼付す

ること 

・ 課程、コースは希望があれば第２志望まで記入することができる 

受 験 票 

・ 本校所定様式（綴じ込みの用紙）に記入したもの 

・ ６か月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、４㎝×３㎝）を貼付す

ること 

返信用封筒 

（２通） 

・ 長形３号封筒（１２㎝×２３．５㎝）に出願者の住所・氏名を記入

し、４６０円（定型封書（５０グラム以内）料金＋簡易書留料金）

分の切手を貼付したもの 

卒業証明書及び 

成績証明書 

・最終出身学校の長の発行したもの（成績証明書は開封無効） 

・保存年限等により発行されない場合は、その旨記載の文書を発行し

てもらい、添付すること 

・高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）の場合は合格証

書の写しを提出すること 

自己推薦書 ・本校所定様式（綴じ込みの用紙）に記入したもの   

  

（（４４））そそのの他他注注意意事事項項  

ア 受験票の発送は、願書受付期間終了後に行います。 
イ 試験日の５日前までに受験票が届かない場合は、本校教務課に問い合わせ、その指示に

従ってください。 
ウ 受験料は無料です。 
エ 推薦入試、一般入試（前期）で不合格の場合は、出願書類一式の再提出により一般入試

（前期・後期）の出願者として受験することができます。 
  

５５  入入学学願願書書のの提提出出先先  

〒７２７-０００３ 庄原市是松町５５－１    

広島県立農業技術大学校 教務課 

   

受験関係書類は、受付期間中に農業技術大学校へ送付もしくは持参してください。受付時

間は、９:００～１７:００（土曜日、日曜日及び祝日を除く）で、送付の場合は受付期間必

着です。 
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６６  入入学学試試験験科科目目  

（（１１））推推薦薦入入試試  

試験日： 令和８年１０月２２日（木） 

時  間 試  験  科  目 

 ９:３０ ～ １１:００ 筆 記 試 験（小論文） 

１１:１０ ～ １２:００ グ ル ー プ 討 議 

１３:００ ～ １５:００ 面 接（１人約１０分） 

   受付は８:４５から行います。９:２０からは受験上の注意事項を説明します。 

 

（（２２））一一般般入入試試  

試験日： 令和８年１２月２２日（火）（前期） 

 令和９年 ２月２５日（木）（後期） 

時  間 試  験  科  目 

 ９:３０～１０:３０ 筆 記 試 験（小論文） 

１０:４０～１２:１０ 
筆記試験 

（学科試験） 

必須：数学Ⅰ 

   現代の国語 

選択：生物基礎 

   化学基礎   から１科目 

   農業と環境 

１３:００～１５:００ 面 接（１人約１０分） 

   受付は８:４５から行います。９:２０からは受験上の注意事項を説明します。 

  

（（３３））社社会会人人特特別別入入試試      

   試験日：令和８年１２月２２日（火） 

時  間 試  験  科  目 

１０:３０～ 面 接（１人約３０分） 

      受付は１０:００から行います。１０:２０からは受験上の注意事項を説明します。 

  

７７  試試験験会会場場  

  広島県立農業技術大学校 

  （〒７２７-０００３ 広島県庄原市是松町５５－１） 

・市営庄原工業団地内 

・ＪＲ西日本芸備線備後庄原駅から南へ約４ｋｍ 

・中国自動車道 庄原ＩＣから南へ約３ｋｍ 
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８８  合合格格発発表表  

（（１１））合格発表日の正午に、本校掲示板及び本校ホームページへ合格者の受験番号を掲示します。

ただし、ホームページについては、時間が遅れることがあります。 

（（２２））受験者本人には、郵便で合否を通知します。 

（（３３））課程やコースが、第２志望で合格となることがあります。 

（（４４））電話等による照会には応じません。 

 

９９  障障害害等等ののああるる入入学学志志願願者者にに対対すするる配配慮慮等等ににつついいてて  

障害や疾病等により、本校の受験に際して配慮を希望する志願者に対し、相談に基づき、配

慮内容を決定します。 

なお、事前相談は受験生の負担軽減や他の受験生に比べて不利にならないよう配慮するため

に行うものであり、相談することにより受験生に不利益を与えるものではありません。 

 

（（１１））相相談談のの時時期期  

出願期間中に、（２）に記載の「事前相談書」を本校教務課へ提出してください。 

相談の内容によっては、試験当日までに対応できず、配慮が講じられないこともあります

ので、できるだけ早い時期に提出してください。 

 

（（２２））相相談談のの方方法法  

相談の際は、次の内容を記載した「事前相談書（様式自由）」を提出してください。 

必要に応じて、志願者またはその立場を代弁し得る保護者及び出身高等学校関係者等へ聞

き取り又は面談を行う場合があります。 

① 氏名、生年月日、連絡先及び所属（出身）高等学校等名 

② 配慮を希望する試験種別、科目等 

③ 障害の種類・程度（医師の診断書又は身体障害者手帳等の写しを添付すること） 

④ 受験において希望する具体的措置 

⑤ 高等学校等における生活状況等（主として授業関係） 

⑥ その他参考となる事項 

 

（（３３））そそのの他他  

相談内容によっては、対応できない場合があることを予めご理解ください。 

配慮の可否及び決定した配慮の内容については、別途、通知します。 

本相談は、入学者選抜における配慮事項を相談するものです。 
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